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２月１９日（木）に、寺西交番様 交通指導員 

様をお招きして、1 年間の見守りや支援に感謝を

伝える会を行いました。（今回、出席いただけませんでしたが、たくさんの地域の方が、子どもたち

の登校を見守ってくださったり、学校周辺の花壇の整備や苗植えをしてくださったり、子どもたちの

ためにと地域の行事を企画・運営してくださったりしております。）児童に相手のことを思いやるの

心をもつことが人間味あふれる学校や地域になっていくことなどをお話してくださいました。お一人

お一人に子どもたちからの感謝のお手紙を渡し、最後に、「あなたにありがとう」を合唱して、歌で

感謝の気持ちを伝えました。ご出席していただいた方からは、感動したとのお言葉をいただきました。 

平素は保護者の方にも、朝のお忙しい時間に旗振りをして、子供たちの安全な登校の見守りをして

いただき本当にありがとうございます。これからも子供たちが安全な登下校を心掛けるとともに、大

きな声で元気な挨拶をしてくれることに期待しています。 

 

 

 

３月６日（木）５校時に、「６年生を送る会」を行いました。 

１～５年生による心のこもった出し物や１年生の写真立て

のプレゼント渡しの後、６年生からの出し物がありました。１

～５年生の呼びかけや歌で６年生との思い出を振り返り、６年

生のミニ劇からのマツケンサンバの合奏とダンスで盛り上が

り、会場が一体となりしてとても楽しい時間を過ごすことがで

きました。また、５年生が会場準備をしたり、司会進行等をし

っかりと務めたりして、「これから寺西小を６年生から引き継

いでいくぞ」という覚悟を示してくれ、素晴らしい会となりま

した。 
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６年生を送る会をしました 

感謝の集を開きました 

頑張っています！ 



2月27日（金）にPTA臨時総会が行われました。PTA活動の見直し

を行い、整理した結果、PTA 規約（PTA 組織）が大きく変更となりま

した。教養委員会・広報委員会・保健委員会・厚生委員会がなくなり、 

クラス代表・企画委員・コミュニティ委員ができました。今までよりも、

活動の軽減になっております。また、ボランティア募集等も行っていき

ますので、今後とも、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 学校では、男女別の着替え（体育の時間）の場所が確保できないため、体育のある日は、体操服で

登校することになりました。（女子は、防犯上、体操服の上にスカートをはいてくること）但し、体

操服を忘れても、体育は行います。（忘れても見学はしない。）冬の体育では、ジャージ等の長ズボ

ン（運動ができるものに限る）をはいてもよいことになりました。児童に、話をしておきますが、お

家の方でも、声をかけていただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 図工や習字の時間、絵具や墨で服が汚れるとい意見をいただきました。そこで、学年を問わず上に

汚れてもよい服等（色の指定も形も決まっていません）を着てもよいということにします。ポロシャ

ツや体操服の上から着るようにします。 

 昨年、4月の個人懇談会は希望でしたが、今年は全員行います。その代わり、7月の個人懇談会は

ありません。 

 名札の代金は今までは９０円でしたが、4月から１１０円となります。 

 

５月２３日（土）運動会 ５月２４日（日）運動会予備日 ５月２５日（月）振替休日 

６月 7日（日）市民スポーツ大会（陸上） 9月27日（日）市民スポーツ大会（球技） 

６月 ９日（火）１０（水）修学旅行（６年） 

６月２５日（木）２６日（金）野外活動（５年） 

７月１０日（金）参観日・学級懇談会 

７月１７日（金）前期前半終わりの会 

７月２１日（火）夏季休業開始 

８月 ６日（木）全校登校日 

８月２６日（水）前期後半開始 前期後半始まりの会 

９月２６日（土）参観日 環境整備作業 ９月２８日（月）振替休日 

１０月 ５日（月）８日（木）９日（金）個人懇談会 

１０月 ９日（金）前期終了式   １０月１０日（土）～１４日（水）秋季休業 

１０月１５日（木）後期始業式 

１０月２４日（土）東広島市小学校陸上記録会 

１０月３１日（土）わくわく寺西フェスタ １１月２日（月）振替休日 

１１月１３日（金）参観日（命の授業）地域別保護者会 

１２月１０日（木）校内持久走大会 

１２月２３日（水）後期前半終わりの会 

１２月２４日（木）冬季休業開始 個人懇談会（希望） 

 １月 ７日（木）後期後半始まりの会 

 １月２９日（金）入学説明会・新入生児童交流会 

 ２月２６日（金）参観日・学級懇談会 

 ３月２０日（土）卒業証書授与式 ３月１５日（月）振替休日  

※来年度は、卒業式が遅く、卒業式が終わって終了式までの日数が少ないため、振替休日を１５日 にしております。 

３月２５日（木）修了式・離退任式 

来年度に向けて

の変更点 

令和８年度の主な行事予定（予定） 



2月20日（金）に学校運営協議会を行いました。 

学校運営協議会とは保護者や地域住民、校長らが学校運営に参

画するコミュニティ・スクールの核となる合議制の機関です。

校長の作成する学校運営基本方針の承認、教育委員会への意見

提出を通じて、地域に信頼され、一体となった特色ある学校づくりを目的としています。今回は、1

年間と取組のまとめを行いました。課題も明確になり、来年度に向けて、改善を行っていきます。 

学校の取組の最終評価を掲載しております。（学校のHPにも掲載しておりますので、そちらでも確認ができます。） 

学校運営協議会より 
令

和
７

年
度

学
校

運
営

協
議

会
に

よ
る

評
価

改
善

方
策

１
１

月
２

月

・教
職

員
の

意
識

調
査

 【
「授

業
力

が
向

上
し

た
」と

回
答

し
た

教
職

員
の

割
合

】
8
5
％

以

上
8
8
%

9
0
%

1
0
5
%

4

教
職

員
の

意
識

調
査

に
よ

る
と

、
約

９
割

の
教

職
員

が
授

業
力

の
向

上
を

実
感

し
て

い
る

。
研

究
授

業
に

お
け

る
参

観
者

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
見

て
も

、
５

つ
の

評
価

項
目

全
て

に
お

い
て

平
均

値
が

３
．

０
以

上
（
４

段
階

評
価

）
で

あ
っ

た
。

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

「
学

校
は

分
か

り
や

す
い

授
業

づ
く

り
に

努
め

て
い

る
」
に

つ
い

て
肯

定
的

評
価

を
し

た
割

合
は

９
８

．
８

％
お

り
、

前
期

よ
り

1
.7

ポ
イ

ン
ト

増
え

て
い

る
。

日
々

授
業

改
善

に
取

り
組

め
て

い
る

こ
と

が
授

業
力

の
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

協
働

的
な

学
び

を
大

切
に

し
た

授
業

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
き

た
が

、
他

者
と

の
協

働
を

通
じ

て
児

童
の

考
え

が
広

が
っ

た
り

深
ま

っ
た

り
し

た
と

は
言

い
難

い
。

協
働

を
通

し
て

考
え

を
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
し

て
い

け
る

よ
う

学
び

の
質

を
高

め
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

A

・児
童

の
意

識
調

査
 【

「授
業

が
分

か
る

」
と

回
答

し
た

児
童

の
割

合
】

8
5
％

以

上
9
3
%

9
4
%

1
1
0
%

4
課

題
設

定
を

工
夫

し
た

り
、

協
働

的
な

学
び

を
意

図
的

に
仕

組
ん

だ
り

し
た

こ
と

が
、

児
童

の
意

欲
の

向
上

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
児

童
の

意
識

と
学

力
結

果
の

乖
離

が
見

ら
れ

る
。

意
欲

は
高

く
と

も
結

果
が

伴
わ

な
い

中
間

層
に

対
し

て
、

手
立

て
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

。
A

・国
語

・算
数

単
元

テ
ス

ト
平

均
 【

正
答

率

70
％

未
満

】

1
0
％

以

下

国
5
.2

6
%

算
7
.3

%
国

5
.4

1
%

算
8
.4

4
%

1
4
4
%

4
授

業
改

善
や

各
学

年
で

の
取

組
が

国
語

科
・
算

数
科

で
の

確
か

な
学

力
の

定
着

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
1
1
月

よ
り

も
国

語
科

・
算

数
科

と
も

7
0
％

未
満

の
児

童
の

割
合

が
増

え
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
の

取
組

に
加

え
て

、
帯

タ
イ

ム
の

実
施

な
ど

学
力

定
着

の
た

め
の

新
た

な
取

組
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
A

・標
準

学
力

調
査

の
平

均
正

答
率

【昨
年

度
の

全
国

平
均

と
の

差
よ

り
も

数
値

を
上

げ
る

】
2
教

科
6

学
年

で

5
0
%
以

上

―
国

2
／

6

算
4
／

6
1
0
0
%

3

全
て

の
学

年
で

、
国

語
科

・
算

数
科

と
も

に
全

国
平

均
を

上
回

る
こ

と
が

で
き

た
。

算
数

科
は

、
教

科
と

し
て

研
究

し
た

こ
と

も
あ

り
、

6
学

年
中

4
学

年
が

昨
年

度
よ

り
も

数
値

が
伸

び
た

。
し

か
し

、
国

語
科

は
、

算
数

科
ほ

ど
伸

び
な

か
っ

た
と

い
う

課
題

が
残

っ
た

。
こ

れ
ま

で
の

取
組

に
加

え
、

授
業

改
善

や
帯

タ
イ

ム
の

活
用

、
読

書
活

動
の

推
進

な
ど

、
新

た
な

取
組

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

A

○
寺

西
「
教

え
の

ス
タ

イ
ル

」
に

基
づ

い
た

学
習

規
律

の
定

着
・教

職
員

に
よ

る
実

態
調

査
 【

学
習

規
律

が
定

着
し

て
い

る
児

童
の

割
合

】
8
0
％

以

上
9
1
%

9
0
.5

%
1
1
3
%

4

お
お

む
ね

学
習

規
律

は
、

定
着

し
て

い
る

。
学

年
主

任
を

中
心

に
指

導
内

容
を

確
認

し
、

ど
の

学
級

で
も

同
じ

指
導

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

の
結

果
、

時
間

を
守

る
こ

と
を

意
識

す
る

児
童

が
増

え
た

。
さ

ら
に

、
学

習
規

律
が

定
着

す
る

よ
う

に
、

学
級

経
営

に
つ

い
て

の
研

修
を

行
っ

た
り

相
談

で
き

る
時

間
を

設
定

し
た

り
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

A
○

学
習

規
律

等
を

も
う

一
度

確
認

し
、

教
職

員
が

意
識

統
一

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

○
学

年
始

ま
り

の
取

組
を

大
切

に
行

う
。

○
教

職
員

が
児

童
の

良
さ

を
認

め
る

。

○
IC

T
を

活
用

し
た

積
極

的
な

学
校

情
報

の
発

信
○

学
校

だ
よ

り
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
積

極
的

に
情

報
発

信
す

る
。

・学
校

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
 【

「学
校

の
こ

と
が

以
前

よ
り

わ
か

る
よ

う
に

な
っ

た
」と

回
答

し
た

保
護

者
の

割
合

】

8
0
％

以

上
8
9
%

8
8
%

1
1
0
%

4
目

標
値

は
超

え
て

い
る

も
の

の
、

前
期

に
比

べ
て

、
数

値
が

下
が

っ
て

い
る

。
自

由
記

述
の

中
に

、
学

校
だ

よ
り

を
H

P
に

ア
ッ

プ
す

る
の

が
遅

く
な

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
。

学
校

だ
よ

り
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

各
学

年
の

取
組

を
掲

載
す

る
よ

う
に

し
て

い
る

が
、

学
校

の
取

組
が

分
か

る
よ

う
な

内
容

の
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

A
○

H
P
の

更
新

を
継

続
す

る
。

○
学

校
だ

よ
り

の
内

容
を

充
実

さ
せ

る
。

○
地

域
と

と
も

に
あ

る
学

校
づ

く
り

○
地

域
・
保

護
者

と
協

働
し

た
取

組
を

推
進

す
る

。

・学
校

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
 【

「学
校

は
地

域
・保

護
者

と
と

も
に

教
育

活
動

を
行

っ
て

い
る

」と
回

答
し

た
保

護
者

の
割

合
】

9
0
％

以

上
9
6
%

9
4
%

1
0
4
%

3

地
域

と
と

も
に

教
育

活
動

を
し

て
い

る
点

に
つ

い
て

は
、

今
年

度
地

域
の

防
災

に
つ

い
て

4
年

生
が

取
り

上
げ

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

を
行

っ
た

。
地

域
の

取
組

が
よ

く
分

か
り

、
子

ど
も

た
ち

の
防

災
意

識
も

変
わ

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
保

護
者

と
と

も
に

教
育

活
動

を
し

て
い

る
点

に
つ

い
て

は
、

課
題

が
あ

る
。

ど
の

よ
う

な
取

組
が

、
保

護
者

と
と

も
に

の
内

容
に

な
る

の
か

、
考

え
直

す
必

要
が

あ
る

。

A
○

人
材

バ
ン

ク
の

活
用

を
継

続
し

て
い

く
。

○
総

合
的

な
学

習
の

時
間

を
中

心
に

、
年

間
学

習
内

容
の

見
直

し
を

行
う

。

○
業

績
評

価
書

に
お

け
る

、
各

教
職

員
の

取
組

を
共

有
す

る
。

・業
績

評
価

書
に

係
る

評
価

 【
達

成
平

均
度

】
3
.1

以
上

3
3
.3

1
0
6
%

4
授

業
準

備
や

教
材

研
究

を
学

年
部

で
行

っ
た

り
、

IC
T

を
活

用
し

て
連

絡
・
報

告
を

行
っ

た
り

す
る

な
ど

、
協

働
的

に
業

務
を

推
進

す
る

こ
と

が
増

え
た

。
B

　 　 　

3
目

標
値

は
達

成
で

き
た

も
の

の
、

ま
だ

十
分

と
は

言
え

な
い

。
仕

事
の

偏
り

が
あ

っ
た

り
、

主
任

な
ど

は
学

校
や

学
年

の
仕

事
が

あ
っ

た
り

し
て

い
て

、
肯

定
的

に
は

捉
え

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
B

33

「
運

動
が

好
き

」
と

答
え

た
児

童
が

後
期

で
は

8
8
.4

％
で

前
期

よ
り

増
え

て
い

る
。

「
よ

く
あ

て
は

ま
る

」
は

前
期

よ
り

ポ
イ

ン
ト

が
下

が
っ

て
い

る
が

、
だ

い
た

い
あ

て
は

ま
る

が
あ

が
っ

て
い

る
。

「
休

憩
時

間
に

は
外

で
遊

ん
で

い
る

」
は

前
期

に
比

べ
て

9
ポ

イ
ン

ト
の

伸
び

が
あ

る
。

担
任

も
休

憩
時

間
に

一
緒

に
遊

ん
で

い
た

り
、

ス
ポ

ー
ツ

委
員

会
主

催
の

今
年

度
初

め
て

の
取

組
の

「
逃

走
中

」
で

は
学

級
担

任
も

ハ
ン

タ
ー

に
な

り
、

子
供

と
一

緒
に

走
っ

た
り

し
て

い
た

。
児

童
委

員
会

が
活

発
に

運
動

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
前

期
は

縄
飛

び
大

会
，

後
期

は
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
大

会
や

逃
走

中
な

ど
を

行
っ

た
。

B

体
育

用
具

の
準

備
時

間
を

減
ら

し
、

授
業

時
間

に
単

元
の

ね
ら

い
を

達
成

で
き

る
よ

う
時

間
割

や
、

準
備

運
動

の
工

夫
を

行
っ

て
き

た
。

体
つ

く
り

の
基

本
と

し
て

ス
ト

レ
ッ

チ
の

専
門

の
講

師
を

招
へ

い
し

、
正

し
い

姿
勢

や
動

作
の

方
法

を
学

び
児

童
へ

の
指

導
の

参
考

と
し

た

B

8
8
%

1
0
2
%

「
学

校
が

好
き

」
と

答
え

る
児

童
の

割
合

の
目

標
を

8
0
％

に
設

定
し

て
い

た
が

、
今

年
度

は
前

後
期

と
も

に
8
7
％

と
目

標
を

上
回

る
結

果
と

な
っ

た
。

こ
の

背
景

に
は

、
「
あ

り
が

と
う

の
日

」
の

取
組

や
、

日
々

の
教

師
に

よ
る

丁
寧

な
声

掛
け

、
さ

ら
に

児
童

自
身

に
め

あ
て

を
持

た
せ

な
が

ら
学

校
生

活
を

送
ら

せ
て

い
る

こ
と

が
大

き
く

影
響

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
取

組
が

、
児

童
が

学
校

に
安

心
感

や
満

足
感

を
も

っ
て

生
活

す
る

こ
と

に
つ

な
が

っ
た

と
捉

え
て

い
る

。

A

○
児

童
と

教
師

・
児

童
と

児
童

と
の

人
間

関
係

づ
く

り
を

大
切

に
、

あ
い

さ
つ

や
「
あ

り
が

と
う

の
日

」
な

ど
を

通
し

て
、

行
う

。
○

心
の

サ
ポ

ー
タ

ー
や

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

・
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

と
も

連
携

し
な

が
ら

、
児

童
の

安
心

で
き

る
居

場
所

づ
く

り
を

行
う

。

1 4
8
7
%

1
0
8
%

経
営

理
念

豊 か な 心

2

そ
の

時
、

そ
の

場
で

、
ど

の
よ

う
な

行
動

が
適

切
か

、
自

分
で

考
え

て
行

動
す

る
態

度
を

育
む

【
考

動
力

】
◎

 【
協

働
力

】
○

 【
挑

 戦
】
○

目
標

達
成

の
た

め
の

方
策

目 標 値

確 か な 学 力

4

中
期

経
営

目
標

重 点 1

評
価

項
目

評
価

安
心

・
安

全
な

学
校

づ
く
り

を
推

進
し

、
地

域
・
保

護
者

か
ら

信
頼

さ
れ

期
待

さ
れ

る
学

校

決
め

ら
れ

た
時

間
内

で
仕

事
を

す
る

働
き

方
を

浸
透

さ
せ

、
時

間
外

在
校

時
間

等
勤

務
削

減
に

取
り

組
む

8
0
％

以

上

8
7
%

9
7
%

8
5
%

1
0
0
%

1
1
1
%

8
6
%

東
広

島
市

立
寺

西
小

学
校

達
成

度
結

果
と

課
題

の
分

析

自
己

評
価

個
別

最
適

な
学

び
と

協
働

的
な

学
び

を
一

体
的

に
と

ら
え

た
 授

業
の

実
現

【
考

動
力

】
○

【
協

働
力

】
◎

【
挑

 戦
】
○

１
【
考

動
力

】
：
自

分
で

考
え

て
行

動
す

る
児

〇
将

来
、

社
会

で
活

躍
す

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
、

児
童

に
３

つ
の

資
質

・
能

力
を

育
成

す
る

。
 ＜

寺
西

小
で

育
成

を
目

指
す

資
質

・
能

力
＞

 ～
児

童
も

 教
職

員
も

 学
校

も
～

改
善

方
策

（
　

中
間

評
価

　
・
　

最
終

評
価

　
）

評
価

計
画

達
成

値

信 頼 さ れ る 学 校

学
　

校
　

評
　

価
　

表

※
目

標
の

精
選

と
重

点
化

を
行

い
、

重
点

の
項

に
「
１

」
「
２

」
「
３

」
で

表
示

す
る

。

評
価

２
【
協

働
力

】
：
お

互
い

の
よ

さ
を

認
め

合
い

協
力

す
る

児
童

学
校

教
育

目
標

３
【
挑

 戦
】
 ：

粘
り

強
く
挑

戦
し

続
け

る
児

童

健 や か な 体

3

健
康

の
保

持
増

進
と

体
力

の
向

上
【
考

動
力

】
○

【
協

働
力

】
○

【
挑

 戦
】
◎

短
期

経
営

目
標

項 目

○
２

部
会

制
に

よ
る

校
内

研
究

の
推

進
と

1
3
本

の
研

究
授

業
の

実
施

○
単

元
テ

ス
ト

、
学

力
テ

ス
ト

の
目

標
の

明
確

化
と

学
力

定
着

状
況

の
分

析
と

取
組

○
協

働
的

な
学

び
を

大
切

に
し

た
授

業
づ

く
り

○
確

か
な

学
力

の
定

着

夢
と

志
を

も
ち

、
主

体
的

・
協

働
的

に
学

ぶ
児

童
の

育
成

（
考

動
力

・
協

働
力

・
挑

戦
）

○
体

力
の

向
上

を
図

る
○

体
育

科
授

業
の

質
の

向
上

。
・教

職
員

ア
ン

ケ
ー

ト
 【

「本
運

動
を

す
る

時
間

が
授

業
時

間
の

4割
以

上
で

あ
る

」と

回
答

し
た

割
合

】

・教
職

員
へ

の
意

識
調

査
 【

「子
供

と
向

き

合
う

時
間

が
確

保
さ

れ
て

い
ま

す
」に

お
い

て
肯

定
的

な
回

答
を

し
た

教
職

員
の

割
合

】

○
定

時
退

庁
推

進
日

を
設

定
し

、
教

職
員

の
業

務
改

善
を

促
進

す
る

意
識

向
上

を
図

る
。

○
子

供
と

向
き

合
う

時
間

の
確

保
と

時
間

外
在

校
時

間
等

勤
務

の
削

減

○
あ

い
さ

つ
レ

ベ
ル

の
可

視
化

○
教

職
員

・
児

童
が

日
常

的
に

「
あ

り
が

と
う

」
を

言
っ

た
り

、
言

わ
れ

た
り

す
る

取
組

を
行

う
。

（
「
あ

り
が

と
う

」
の

サ
イ

ク
ル

を
回

す
）

・児
童

生
活

ア
ン

ケ
ー

ト
 【

あ
い

さ
つ

レ
ベ

ル
「3

」以
上

の
自

己
評

価
を

し
て

い
る

児
童

の
割

合
】

・児
童

生
活

ア
ン

ケ
ー

ト
 【

「学
校

へ
行

く
の

が
楽

し
い

」の
項

目
に

「3
」以

上
の

自

己
評

価
を

し
て

い
る

児
童

の
割

合
】

・児
童

ア
ン

ケ
ー

ト
 【

「運
動

が
好

き
」と

回

答
し

た
児

童
の

割
合

】

○
学

校
・
家

庭
・
地

域
で

気
持

ち
の

よ
い

あ
い

さ
つ

の
で

き
る

児
童

の
育

成

○
学

校
へ

行
く

の
が

楽
し

い
と

思
え

る
児

童
の

育
成

○
運

動
好

き
な

児
童

を
育

て
る

○
運

動
の

楽
し

さ
を

実
感

さ
せ

る
取

組
の

実
施

。

○
来

年
度

は
、

帯
タ

イ
ム

を
設

定
し

、
基

礎
な

力
を

養
う

。
○

協
働

的
な

学
習

を
成

立
さ

せ
る

た
め

に
、

目
指

す
べ

き
姿

や
実

勢
方

法
に

つ
い

て
、

具
体

化
し

て
い

く
。

○
授

業
改

善
に

向
け

て
、

校
内

研
修

や
自

己
研

修
を

行
う

。

○
来

年
度

は
、

帯
タ

イ
ム

を
設

定
し

、
基

礎
な

力
を

養
う

。
○

学
力

調
査

の
分

析
を

行
い

、
課

題
を

明
確

に
し

な
が

ら
取

組
を

考
え

る
。

○
家

庭
学

習
に

つ
い

て
、

学
校

の
取

組
の

方
向

性
を

提
案

す
る

。

○
委

員
会

中
心

の
活

動
は

継
続

し
て

い
く
。

○
校

内
で

体
育

の
研

修
を

行
う

な
ど

、
児

童
が

達
成

感
を

味
わ

る
体

育
の

授
業

の
あ

り
方

を
研

修
し

て
い

く
。

○
体

力
テ

ス
ト

で
課

題
と

な
る

領
域

に
つ

い
て

、
来

年
度

取
組

を
考

え
る

。

○
学

校
の

組
織

の
見

直
し

を
行

い
、

職
務

を
遂

行
し

や
す

い
よ

う
改

善
す

る
。

○
日

課
の

見
直

し
を

行
い

、
時

間
の

見
通

し
を

持
つ

。

8
7
％

以

上

9
0
％

以

上

8
5
％

以

上
1
0
1
%

本
校

で
は

、
挨

拶
振

り
返

り
カ

ー
ド

を
活

用
し

て
児

童
の

あ
い

さ
つ

の
習

慣
化

を
可

視
化

す
る

と
と

も
に

、
児

童
会

に
よ

る
あ

い
さ

つ
運

動
や

、
「
寺

西
５

つ
の

宝
」
を

意
識

し
た

取
組

を
進

め
て

き
た

。
し

か
し

、
こ

れ
ら

の
取

組
を

行
っ

て
も

、
あ

い
さ

つ
が

十
分

に
で

き
な

い
児

童
に

つ
い

て
は

改
善

が
見

ら
れ

な
い

と
い

う
課

題
が

残
っ

た
。

今
後

は
、

児
童

自
身

の
取

組
だ

け
に

頼
る

の
で

は
な

く
、

教
職

員
が

よ
り

積
極

的
に

児
童

へ
あ

い
さ

つ
の

声
を

か
け

、
「
大

人
が

先
に

あ
い

さ
つ

す
る

学
校

」
と

い
う

雰
囲

気
づ

く
り

を
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
き

た
い

。
教

職
員

が
手

本
と

な
る

こ
と

で
、

児
童

の
あ

い
さ

つ
行

動
を

促
し

、
全

校
で

自
然

に
あ

い
さ

つ
が

交
わ

さ
れ

る
文

化
を

育
ん

で
い

き
た

い
。

B

○
学

校
で

は
、

ま
ず

教
職

員
が

率
先

し
て

挨
拶

を
す

る
。

○
あ

い
さ

つ
に

つ
い

て
（
あ

い
さ

つ
の

意
味

・
効

果
・
気

持
ち

等
）
学

年
に

応
じ

て
、

子
ど

も
に

考
え

る
時

間
を

設
定

す
る

。
○

児
童

会
を

中
心

に
、

あ
い

さ
つ

運
動

に
取

り
組

む
。

8
0
％

以

上

5
5
%

8
7
%

5
8
%

7
3
%

■
自

己
評

価

４
…

目
標

を
上

回
っ

て
達

成
３
…

目
標

ど
お

り
に

達
成

２
…

目
標

を
や

や
下

回
っ

て
達

成
１
…

目
標

を
か

な
り

下
回

っ
て

達
成

■
学

校
関

係
者

評
価

（
学

校
運

営
協

議
会

に
よ

る
評

価
）

Ａ
…

と
て

も
適

切
で

あ
る

Ｂ
…

概
ね

適
切

で
あ

る
Ｃ
…

あ
ま

り
適

切
で

な
い

Ｄ
…

全
く
適

切
で

な
い

（
Ｎ
…

判
定

で
き

な
い

）
達

成
値
/目

標
値

を
百

分
率

で
表

示
す

る



 

 

 

日 曜 行 事 等 

6 月   

7 火 入学準備（新６年生登校） 

8 水 就任式・始業式・入学式・給食開始（2~6年） 

9 木 
体位測定（1・2H:6年）（3・4H:4年）聴力検査（5H:3年） 

1年生 11時下校 

10 金 体位測定（1・2H:2年）聴力検査（3H:2年）1年生11時下校 

11 土   

12 日   

13 月 
委員会 給食開始（1年）1年生 13：20下校 

体位測定（1・2H:3年）（3・4H:5年） 

14 火 体位測定（１・２H:1年）聴力検査（３H:2年）1年生13：20下校 

15 水 耳鼻科検診（9:00~1年13:00~3年）1年生13：20下校 

16 木 
交通安全教室（2H:1年3H:自転車の正しい乗り方4～6年４H:自転車実

地4年）眼科検診（13:00~1年） 

17 金 聴力検査（1・２H:5年）体位測定（3・4H:ひまわり） 

18 土 
参観日9:25~10:10(6年修学旅行説明会）学級懇談会10:20~10:40 

PTA総会 10:50~11:30役員会11:30~ 

19 日   

20 月 振替休日（4/18） 

21 火  

22 水 地域児童会（1H） 

23 木 
全国学力・状況調査（6年）歯科検診（1年・ひまわり） 

個人懇談会（全員14:00~） 

24 金 個人懇談会（全員14:00~） 

25 土   

26 日   

27 月 個人懇談会（全員14:00~） 

28 火 1年生歓迎会・遠足（下校時刻は、学年によって異なります。） 

29 水 昭和の日 

30 木   

※４・５月のスクールカウンセラー及び心のサポーターの来校日は、決定次第お知らせします。 

４月の行事予定 毎月 10日は、「寺西『ありがとうの日』」 

～学校・家庭・地域に感謝を届けよう～ 
 


